
JP 6992048 B2 2022.2.3

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第6992048号

(P6992048)
(24)登録日　令和3年12月10日(2021.12.10)(45)発行日　令和4年2月3日(2022.2.3)

(54)【発明の名称】　クリーンルームのためのファンアセンブリ

(51)国際特許分類
　   Ｆ２４Ｆ 7/06 (2006.01)
　   Ｆ２４Ｆ 7/003(2021.01)

ＦＩ
　Ｆ２４Ｆ 7/06 　　　Ｃ 　　　
　Ｆ２４Ｆ 7/003 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2019-504971(P2019-504971)
(86)(22)出願日　 平成29年7月24日(2017.7.24)
(65)公表番号　 特表2019-525117(P2019-525117 

A)
(43)公表日　 令和1年9月5日(2019.9.5)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2017/068652
(87)国際公開番号　 WO2018/019771
(87)国際公開日　 平成30年2月1日(2018.2.1)

審査請求日　 令和2年7月15日(2020.7.15)
(31)優先権主張番号　102016000078030     
(32)優先日　 平成28年7月26日(2016.7.26)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

イタリア(IT)

(73)特許権者　 519027925
アイ．エム．エー．  インダストリア  マ 
ッキーネ  アウトマティケ  ソシエタ  ペル  
アチオニ
Ｉ．Ｍ．Ａ．  ＩＮＤＵＳＴＲＩＡ  ＭＡ 
ＣＣＨＩＮＥ  ＡＵＴＯＭＡＴＩＣＨＥ  
Ｓ．Ｐ．Ａ．
イタリア，４００６４  オッツァーノ  デ 
ッレミーリア  ボローニャ，ヴィア  エミ 
ーリア  ４２８－４４２
ＶＩＡ  ＥＭＩＬＩＡ  ４２８－４４２，  
４００６４  ＯＺＺＡＮＯ  ＤＥＬＬ’ＥＭ 
ＩＬＩＡ  ＢＯＬＯＧＮＡ，  Ｉｔａｌｙ

(74)代理人　 110002295
特許業務法人森脇特許事務所

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ク リ ー ン ル ー ム の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 前 記 フ ァ ン ア セ ン ブ リ は 、
床 面 （ ４ ） と 、 ２ 枚 の 対 向 す る 側 壁 （ ２ ａ ） と 、 上 方 壁 （ ２ ｂ ） と に よ っ て 画 定 さ れ る チ  
ャ ン バ （ ２ ） と 、
前 記 床 面 （ ４ ） に 向 け て 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） に 層 流 の 気 体 を 導 入 す る た め の 、 前 記 チ ャ  
ン バ （ ２ ） の 上 方 壁 （ ２ ｂ ） に 配 置 さ れ る 導 入 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ０ ） と 、 を 備 え 、
前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） は 、 前 記 導 入 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ０ ） に よ り 導 入 さ れ る 前 記 気 体 に よ り 内  
部 が 包 ま れ る よ う に 配 置 さ れ 、
前 記 フ ァ ン ア セ ン ブ リ は さ ら に 、 前 記 床 面 （ ４ ） に 位 置 し 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） 内 に 存 在 す  
る 前 記 気 体 及 び 液 体 の 搬 送 路 （ ３ ） を 備 え 、
前 記 搬 送 路 （ ３ ） は 、 上 方 壁 （ ５ ｂ ） と 、 ２ 枚 の 対 向 す る 側 壁 （ ５ ａ ） と に よ り 画 定 さ れ  
る ケ ー ス （ ５ ） に よ っ て 覆 わ れ 、
前 記 ケ ー ス （ ５ ） の 前 記 側 壁 （ ５ ａ ） の そ れ ぞ れ は 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） を 前 記 搬 送 路 （  
３ ） と 連 通 さ せ る 貫 通 開 口 部 （ ６ ） を 備 え 、
前 記 ケ ー ス （ ５ ） の 前 記 対 向 す る 側 壁 （ ５ ａ ） は そ れ ぞ れ 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） の 対 向 す  
る 側 壁 （ ２ ａ ） か ら 離 隔 さ れ 配 置 さ れ 、
前 記 搬 送 路 （ ３ ） は 、 前 記 搬 送 路 （ ３ ） の 下 部 に 前 記 液 体 を 回 収 す る た め の 長 手 方 向 排 出  
ダ ク ト （ ９ ） を 備 え る と 共 に 、
前 記 長 手 方 向 排 出 ダ ク ト （ ９ ） の 上 方 の 前 記 搬 送 路 （ ３ ） の 側 壁 に 通 路 （ １ ０ ） が 画 定 さ  

請求項の数　11　（全8頁）
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れ て お り 、 か つ 前 記 通 路 （ １ ０ ） は 気 体 吸 引 部 材 に 接 続 さ れ 、
前 記 液 体 は 前 記 通 路 （ １ ０ ） に 対 し て 低 い 高 さ で 搬 送 さ れ 、 そ れ に よ り 前 記 気 体 吸 引 部 材  
に よ る 前 記 通 路 （ １ ０ ） を 介 し た 前 記 液 体 の 吸 引 が 防 止 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ス （ ５ ） の 対 向 す る 前 記 側 壁 （ ５ ａ ） は 、 互 い に 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ケ ー ス （ ５ ） は 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） の 前 記 床 面 （ ４ ） の 中 心 位 置 に 配 置 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 搬 送 路 （ ３ ） は 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） 内 の 液 体 用 排 出 口 （ ７ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 床 面 （ ４ ） は 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） の 前 記 側 壁 （ ２ ａ ） ぞ れ ぞ れ か ら 前 記 搬 送 路 （ ３  
） の 方 に 傾 斜 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ァ ン ア セ ン  
ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ケ ー ス （ ５ ） か ら 前 記 気 体 を 排 出 す る 吸 引 機 構 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ケ ー ス （ ５ ） は 、 前 記 開 口 部 （ ６ ） に 、 前 記 気 体 は 通 過 さ せ 、 異 物 は 通 過 さ せ な い 少  
な く と も １ つ の 格 子 （ ８ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 記  
載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 液 体 用 排 出 口 （ ７ ） は 、 前 記 長 手 方 向 の 排 出 ダ ク ト （ ９ ） の 下 部 に 位 置 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 液 体 が 前 記 液 体 用 排 出 口 （ ７ ） か ら 流 出 す る の を 促 進 す る た め に 、 前 記 長 手 方 向 の 排  
出 ダ ク ト （ ９ ） は 、 前 記 液 体 用 排 出 口 （ ７ ） の 方 へ 傾 斜 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４  
又 は ８ 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
層 流 の 前 記 気 体 の 前 記 導 入 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ０ ） は 、 フ ァ ン 圧 縮 器 （ １ ４ ） と 、 前 記 フ ァ ン  
圧 縮 器 （ １ ４ ） の 下 流 に 接 続 さ れ る パ イ プ （ １ ５ ） と 、 前 記 チ ャ ン バ （ ２ ） の 前 記 上 方 壁  
（ ２ ｂ ） に 位 置 す る 複 数 の 排 出 ノ ズ ル （ １ ２ ） と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
乃 至 ９ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 導 入 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ０ ） と 、 前 記 導 入 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ０ ） に よ り 導 入 さ れ る 前 記 気 体  
を 濾 過 す る た め の チ ャ ン バ （ ２ ） と の 間 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ （ １ ３ ） を 備 え る こ と を 特  
徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ァ ン ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ク リ ー ン ル ー ム の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ を 対 象 と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
製 薬 業 界 で 行 わ れ る 多 く の 製 造 工 程 は 必 ず 、 ク リ ー ン ル ー ム 空 間 、 も し く は 浮 遊 微 粒 子 （  
パ ー テ ィ ク ル ） の 濃 度 が 所 定 の 限 度 （ 清 浄 度 ） 内 に 制 御 さ れ る チ ャ ン バ 内 で 実 行 さ れ な け  
れ ば な ら な い こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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こ の 目 的 に 向 け た 頼 み の 綱 は 、 そ の チ ャ ン バ 内 に お け る 通 常 の 上 下 方 向 の 気 体 の 層 流 を 分  
配 す る こ と で あ り 、 運 搬 又 は 加 工 ラ イ ン は 、 こ の 層 流 に 包 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 流 れ に よ っ て 、 処 理 対 象 の 殺 菌 し た 材 料 か ら 微 粒 子 が 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の  
微 粒 子 は 吸 引 ユ ニ ッ ト に よ り 捕 ら え ら れ 、 吸 引 ユ ニ ッ ト は 、 こ れ ら の 微 粒 子 を 含 む 気 体 を  
チ ャ ン バ の 外 側 に 排 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 般 的 に 、 こ の １ つ の 吸 引 ユ ニ ッ ト は 、 チ ャ ン バ の 側 壁 に 画 定 さ れ る 吸 引 ダ ク ト を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
米 国 特 許 第 ４ ８ ３ ２ ７ １ ７ 号 に は 、 チ ャ ン バ の 側 壁 に 作 ら れ た 貫 通 穴 を 空 気 が 通 過 し 、 一  
側 面 の み か ら 排 出 が 行 わ れ る 「 ク リ ー ン エ ア キ ャ ビ ネ ッ ト 」 に つ い て 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
吸 引 ダ ク ト を 横 側 に 配 置 す る こ と に よ り 生 じ る 制 限 は 、 効 果 的 に 微 粒 子 を 除 去 す る の を 妨  
げ る 乱 流 が 発 生 す る 場 合 が あ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 吸 引 ユ ニ ッ ト そ れ ぞ れ に つ な が っ て い る 吸 引 穴 を 備 え た 、 床 （ 床 面 ） の 使 用 も 公 知  
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 種 の 床 材 を 使 用 す る 大 き な 欠 点 の １ つ は 、 微 粒 子 を 含 む 気 体 を チ ャ ン バ の 外 側 へ 確 実  
に 排 出 す る た め に は 、 床 材 全 体 に 亘 り 一 様 に 分 散 し た 吸 引 が 必 要 で あ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 各 種 デ バ イ ス 又 は 処 理 対 象 の 生 産 物 を 消 毒 す る た め に 用 い ら れ る 洗 浄 及 び 殺 菌 流  
体 が 異 物 を 運 ん で き て し ま い 、 床 材 の 孔 が 塞 が っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て い ず れ の 解 決 策 で も 、 微 粒 子 を 完 全 に 除 去 し 、 そ の 濃 度 の 維 持 を 所 定 の 限 度 （ 清 浄  
度 ） 内 で 保 証 す る こ と は で き な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 文 献 】 米 国 特 許 第 ４ ８ ３ ２ ７ １ ７ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 主 な 目 的 は 、 ク リ ー ン ル ー ム （ ク リ ー ン 空 間 ） の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ （ シ ス  
テ ム ） を 提 案 す る こ と に よ っ て 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と で あ る 。 前 記 フ ァ ン ア セ ン ブ リ は  
、 気 体 を チ ャ ン バ の 外 側 へ 効 果 的 に 排 出 さ せ る の に 適 し て い る の で 、 浮 遊 微 粒 子 の 濃 度 を  
確 実 に 所 定 の 限 度 内 に 保 つ 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 目 的 の 背 景 に お い て 、 本 発 明 の 目 的 の １ つ は 、 チ ャ ン バ 内 で 循 環 す る 空 気 の 流 れ に 微  
視 的 乱 流 が 発 生 す る の を 防 止 す る 、 ク リ ー ン ル ー ム の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ を 提 案 す る  
こ と で あ り 、 微 粒 子 を 効 果 的 に 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 費 用 、 比 較 的 単 純 な 実 施 例 、 及 び 安 全 な 適 用 を 含 む 、 ク リ ー ン ル ー  
ム の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 目 標 及 び 目 的 は 、 請 求 項 １ に よ る ク リ ー ン ル ー ム の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ に よ り 達  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 更 な る 特 徴 及 び 効 果 は 、 添 付 の 図 面 の 非 限 定 的 な 実 施 例 と し て 図 示 さ れ 、 本 発 明  
に よ る ク リ ー ン ル ー ム の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ の 好 適 で あ る が 、 非 排 他 的 な 実 施 例 の 説  
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明 か ら 明 ら か と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 フ ァ ン ア セ ン ブ リ の 不 等 角 投 影 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ ァ ン ア セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 平 面 Ｉ Ｉ Ｉ ― Ｉ Ｉ Ｉ に お け る 図 ２ の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
個 々 の 図 に お い て 、 ク リ ー ン ル ー ム （ ク リ ー ン ベ ン チ ） ２ の フ ァ ン ア セ ン ブ リ （ 換 気 シ ス  
テ ム ） は 、 参 照 番 号 １ で 、 全 体 的 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
製 薬 業 界 で 行 わ れ る 製 造 工 程 は 実 際 の と こ ろ 、 必 ず 浮 遊 微 粒 子 の 濃 度 が 所 定 の 限 度 内 に 制  
御 さ れ る ク リ ー ン ル ー ム 空 間 、 又 は チ ャ ン バ に お い て 実 行 さ れ な く て は な ら い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 目 的 の た め に ア セ ン ブ リ １ は 、 運 搬 ラ イ ン へ 向 け ら れ た 層 状 気 流 （ 層 流 ） の 導 入 （ イ  
ン レ ッ ト ） ユ ニ ッ ト １ ０ ０ （ チ ャ ン バ ２ の 上 方 壁 ２ ｂ に 配 置 さ れ る ） 、 及 び 気 体 を チ ャ ン  
バ ２ か ら 排 出 す る た め の 空 気 の 吸 引 部 材 （ 吸 引 機 構 ） （ 図 示 な し ） を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
チ ャ ン バ ２ は 、 床 面 ４ と 、 ２ 枚 の 対 向 す る 側 壁 ２ ａ と 、 上 方 壁 ２ ｂ と に よ っ て 画 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に よ れ ば ア セ ン ブ リ １ は 、 運 搬 ラ イ ン で チ ャ ン バ ２ の 床 面 ４ 上 、 好 適 に は 実 質 的 に  
中 心 位 置 に 、 チ ャ ン バ ２ に 存 在 す る 気 体 及 び 液 体 の た め の 少 な く と も １ 本 の 搬 送 路 （ 輸 送  
路 ） ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 搬 送 路 ３ は ケ ー ス （ ケ ー シ ン グ ） ５ に 覆 わ れ て い る 。 こ の ケ ー ス ５ は 、 上 方 壁 ５ ｂ と  
、 ２ 枚 の 対 向 す る 側 壁 ５ ａ に よ り 画 定 さ れ る 。 ケ ー ス ５ の 側 壁 ５ ａ は そ れ ぞ れ 、 チ ャ ン バ  
２ を 搬 送 路 ３ と 連 通 さ せ る 貫 通 穴 ６ を 備 え る 。 ケ ー ス ５ の 対 向 す る 側 壁 ５ ａ は そ れ ぞ れ 、  
チ ャ ン バ ２ の 対 向 す る 側 壁 ２ ａ か ら 離 隔 さ れ 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 搬 送 路 ３ は 、 チ ャ ン バ ２ の 吸 引 部 材 と も つ な が っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
導 入 ユ ニ ッ ト に よ り 分 配 さ れ た 気 体 は 、 そ の 後 開 口 部 ６ を 通 過 す る 。 そ し て こ の 気 体 は 吸  
引 部 材 に よ っ て 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 配 置 で は 、 微 視 的 乱 流 （ マ イ ク ロ タ ー ビ ュ ラ ン ス ） が 発 生 す る こ と な く 、 確 実 に 層 状  
気 流 （ 層 流 ） が チ ャ ン バ ２ を 循 環 で き る の で 極 め て 有 利 で あ る 。 そ し て 、 チ ャ ン バ ２ 内 に  
滞 留 す る 可 能 性 の あ る 空 気 中 に 浮 遊 す る 微 粒 子 又 は 汚 染 物 質 及 び 、 そ こ に 含 ま れ る 成 分 が  
チ ャ ン バ ２ か ら 排 出 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
特 に 実 用 的 か つ 有 用 な １ つ の 解 決 案 に よ れ ば 、 搬 送 路 ３ は 、 チ ャ ン バ ２ 内 部 に 存 在 す る 液  
体 の た め の 排 出 口 ７ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
塵 及 び 残 留 物 を 完 全 に 除 去 す る た め 、 チ ャ ン バ ２ 及 び そ こ に 含 ま れ る 構 成 要 素 に 対 し て 洗  
浄 及 び 消 毒 操 作 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
洗 浄 液 及 び 殺 菌 流 体 は そ れ か ら 、 排 出 口 ７ を 介 し て チ ャ ン バ ２ の 外 側 へ 順 に 排 出 さ れ る よ  
う 、 搬 送 路 ３ の 方 へ 運 ば れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
例 え ば 洗 浄 及 び 殺 菌 流 体 は 好 適 に は 、 水 、 水 蒸 気 、 過 酸 化 水 素 、 過 酸 化 水 素 蒸 気 、 溶 媒 、  
溶 剤 蒸 気 、 オ ゾ ン 含 有 ガ ス 混 合 物 、 液 体 混 合 物 、 ガ ス 混 合 物 等 か ら 選 択 さ れ る こ と が で き  
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る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
液 体 が 搬 送 路 ３ の 開 口 ６ を 介 し て 流 出 す る の を 更 に 促 進 す る た め 、 床 面 ４ は チ ャ ン バ ２ の  
各 側 壁 ２ ａ か ら 搬 送 路 ３ の 方 へ 傾 斜 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 前 記 ケ ー ス ５ は 開 口 部 ６ に 、 気 体 は 通 過 さ せ 、 異 物 は 通 過 さ せ な い よ う に す る の  
に 適 し た 少 な く と も １ つ の 格 子 ８ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 液 体 を 収 集 す る た め 、 搬 送 路 ３ の 下 部 に 長 手 方 向 に 排 出 ダ ク ト ９ を 備 え る こ と が で  
き る こ と を 明 記 す べ き で あ る 。 そ し て こ の 長 手 方 向 の 排 出 ダ ク ト ９ の 下 部 に 排 出 口 ７ を 配  
置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 搬 送 路 ３ が 吸 引 部 材 へ の そ れ ぞ れ の 連 結 ダ ク ト １ １ の た め の 通 路 １ ０ を 備 え る 可  
能 性 は 排 除 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 通 路 １ ０ は 、 搬 送 路 ３ の 側 壁 に 画 定 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
従 っ て 、 排 出 ダ ク ト ９ が あ る お か げ で 液 体 は 通 路 １ ０ よ り 低 い 位 置 で 運 ば れ る の で 、 液 体  
が 空 気 吸 引 ユ ニ ッ ト を 介 し て 排 出 さ れ る 可 能 性 は 、 更 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
実 際 、 液 体 は 重 力 の た め 、 搬 送 ダ ク ト （ 路 ） ３ の 底 部 に 、 そ し て 具 体 的 に は 長 手 方 向 の 排  
出 ダ ク ト ９ に 溜 ま る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 連 結 ） ダ ク ト １ １ が 、 チ ャ ン バ ２ の 床 材 ４ の 下 に 配 置 さ れ る 第 １ 部 分 と 、 チ ャ ン バ ２ 自  
体 の 側 壁 ２ ａ に 沿 っ た 第 ２ 部 分 と を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
液 体 が 排 出 口 ７ か ら 流 出 す る の を 更 に 促 進 す る た め 、 長 手 方 向 の 排 出 ダ ク ト ９ は 、 排 出 口  
７ の 方 に 傾 斜 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
層 状 気 流 （ 層 流 ） の 導 入 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ が 、 フ ァ ン 圧 縮 器 １ ４ 、 圧 縮 器 １ ４ の 下 流 に 接 続  
さ れ る パ イ プ １ ５ 、 及 び 運 搬 ラ イ ン を 覆 う 複 数 の 分 配 ノ ズ ル １ ２ を 備 え る 点 に 留 意 す る 必  
要 が あ る 。 ノ ズ ル は 、 チ ャ ン バ ２ の 上 方 壁 ２ ｂ に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う に し て 、 全 運 搬 ラ イ ン 及 び そ の 上 に 存 在 す る そ れ ぞ れ の 製 造 物 に 沿 っ て 流 れ る 下  
方 へ の 層 状 気 流 （ 層 流 ） を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
好 適 に は 、 導 入 の 装 置 （ ユ ニ ッ ト ） に よ っ て 導 入 さ れ る 気 体 は 、 適 切 な フ ィ ル タ １ ３ で 予  
防 的 に 濾 過 さ れ る 空 気 で あ る こ と が 示 さ れ る 。
気 体 が チ ャ ン バ ２ に 到 達 す る 前 に 、 導 入 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に よ り 導 入 さ れ る 気 体 を 濾 過 す る  
た め に 、 フ ィ ル タ １ ３ が 導 入 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ と チ ャ ン バ ２ の 間 に 配 置 さ れ る 。
特 定 の 応 用 へ の 必 要 性 に よ り 不 活 性 ガ ス や 窒 素 等 と い っ た 他 の タ イ プ の 気 体 を 使 用 す る こ  
と も 排 除 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
有 利 に は 、 チ ャ ン バ ２ の 外 側 に 気 体 を 排 出 さ せ る の に 適 し た 、 ク リ ー ン ル ー ム ２ の た め の  
フ ァ ン ア セ ン ブ リ （ 換 気 シ ス テ ム ） １ を 提 案 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 は 上 述 し た 課 題 を  
解 決 す る 。 そ し て 、 浮 遊 微 粒 子 の 濃 度 を 所 定 の 限 度 内 に 保 つ 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
好 適 に は ク リ ー ン ル ー ム ２ の た め の フ ァ ン ア セ ン ブ リ １ は 、 微 粒 子 を 効 果 的 に 排 除 で き る  
チ ャ ン バ ２ 内 部 に お い て 、 循 環 す る 空 気 の 流 れ の 中 に 微 視 的 乱 流 が 発 生 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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こ の よ う に 考 案 さ れ る 本 発 明 に は 、 多 く の 変 更 及 び 変 形 例 が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 そ の 全  
て は 本 発 明 の 概 念 に 一 致 す る 。 さ ら に 、 詳 細 す べ て は 他 の 技 術 的 に 等 価 な 要 素 と 置 き 換 え  
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 示 さ れ る 実 施 例 に お い て 、 特 定 の 実 施 例 と 関 連 し て 説 明 さ れ る 個 々 の 特 性 は 、 他 の 実 施  
例 に 存 在 す る 他 の 異 な る 特 性 と 実 際 に 置 き 換 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
実 際 に は 、 ど の よ う な 材 料 も 、 ど の よ う な 大 き さ で あ っ て も 、 要 件 及 び 従 来 技 術 に 従 っ て  
用 い る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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